
「
理
系
で
学
ん
で
よ
か

っ
た
８。
％
」
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

日
本
女
子
大
学
理
学
部
教
授

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ｉ
　
■
↑
狩
耐

香
椎
子

日
本
女
子
大
学
の
女
性
研
究
者

マ
ル
チ
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
支
援
モ
デ
ル
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
女
性
研

究
者
の
研
究
活
動
の
継
機
あ
る
い
は
中
断
か
ら
の
後

帰

へ
の
支
援
や
、
女
性
研
究
者
の
活
動
純
凶
を
研
究

分
野
の
み
で
は
な
く
、
も

っ
と
広
い
範
囲
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
ヘ
の
拡
張
や
岡
拓
を
支
援
す
る
こ
と
を
Ｈ
的

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
理
系
女
性
を
増
や

す
ね
ら
い
で
、
科
学
教
生
を
開
催
じ
小
　
い
　
高
生

を
対
象
と
し
た
教
育
活
動
は
、
順
調
に
参
加
者
数
が

増
え
て
い
る
。

本
学
理
学
部
は
平
成
四
年
四
月
、
数
物
科
学
科
、

物
質
生
物
科
学
科
の
二
学
科
体
制
で
発
足
し
た
。
そ

れ
以
前
は
、
家
政
学
部
の
家
政
理
学
科

一
部

（物
理

化
学
車
攻
）
と
家
政
理
学
科
二
部
（生
物
農
芸
専
攻
）

と
し
て
理
系
分
野
の
教
育
研
究
を
行

っ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
理
系
の
卒
業
化
は
様
々
な
分
野
で
活

動
を
行

い
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
高

い
評
価
を
得
て

お
り
、
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
女
性
研
究
者
　
技
術
者
が
キ
ャ
リ
ア
を
積
み

上
げ
ワ
ー
ク
　
ラ
イ
フ
　
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
本
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の

基
礎
デ
ー
タ
の
収
栄
を
す
る
た
め
に
家
政
学
部
　
理

学
部
の
卒
業
生
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

調
査
を
行

っ
た
。

調
査

・
企
画
部
門

次
世
代
の
理
系
人
材
の
育
成
の
た
め
、
調
査
　
企

画
部
門
は
、
調
査
部
門
と
企
画
部
門
の
二
部
門
で
活

動
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
以
下
に
述
べ
る
。

【調
査
部
門
】

（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

平
成
十
九
年
度
に
回
収
、
分
析
を
行

っ
た
。
本
字

家
政
理
学
部
家
政
理
学
科
お
よ
び
理
学
部
の
卒
業
生

の
う
ち
、
Ｍ
字
カ
ー
プ
の
へ
こ
み
に
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
年
齢
二
十
八
歳
か
ら
四
十
七
歳
に
わ
た
る
約

一
人
Ｏ
Ｏ
名
を
選
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
規
布
し

た
。
回
答
数
は
三
六
七
名
で
回
収
率
二
〇
％
を
確
保

し
た
。

こ
れ
ら
の
卒
業
生
の
約
人
割
が
理
系
を
卒
業
し
て

よ
か

っ
た
と
の
意
識
を
持

っ
て
お
り
、
理
系

へ
進
学

し
た
理
由
は
好
き
あ
る
い
は
成
績
、
先
生
あ
る
い
は

親
、
親
族
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
、
修
士
　
博
士
課

程

へ
の
進
学
希
望
も
高
く
、
就
職
後
も
長
期
に
わ
た

り
働
き
続
け
て
い
る
現
状
が
分
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の

結
栄
は
平
成
十
九
年
十
月
二
十

一
日
の
理
学
部
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
報
告
さ
れ

，、た
。理

系
を
選
ん
で
よ
か

っ
た
と
す
る
も
の
が
７８
　
５

％
、
よ
く
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
が
０
　
３
％
、
ど
ち

(基本情報〉
くあなたは理系を選択して
まかったと思いますか?)
ぁ らも   郷 官
いえ/4t `  1｀ft 午怖分布

28～29歳

30-34 最ヽ

35-39宮最

40-44清屁

45-47京受

38%
199%
259%
379%
125%

2d2X

阜盗 → 層

l・I■ 80

,さ 6】'相

女
性
研
究
者
を
活
か
す

日
本
女
子
大
学

「
女
性
研
究
者

マ
ル
チ
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
●

くコH‖>

日■の小=““潟 d甑 ムにも興味を

お` 必 要にいして目べるをと 生活
が●力になる

日作4tiSの中で穴味り幅う1せ「"てった

油メ“コリなHち 力がⅢⅢ″と人生において

役立った

企蕉において切“と,J章11111"がて=

た

その'ttなれば ‖t合のことを行わ広
い分JFで憾負がⅢ能 (努力したいて型

系も文系も″ネーてさな )
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〈理系選択の理由 動機〉
と "ヽ'■ ●0■

は ,,Ⅲ  ⅢⅢra5に ■張 i
,,■ ■
llr●体 "■

Ⅲヽ アトA●●r●8□
子■●ⅢⅢ 択 ヽ

バ'■0■ll■H● t,内=
バ毎 い 0■,Ⅲo取 は ,'

小琢 `■0●ば,ヽ航 日o,4… のはヽ
大‐ tO口'
■■Ⅲ ⅢⅢ

〈遣路に彰害を与えた人物や事柄ほ打可ですか,〉

中 o忠 れ ,チ ら
と
も
い
え
な
い
が
２０
　
２
％
だ

つ
た
。
こ
の
結
果
に

は
、年
柿
や
分
野
に
よ
る
伯
り
は
み
ら
れ
な
か
つ
た
。

Ｆ
倒
的
に
自
分
の
選
択
に
前
足
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
た
。

【め'

0ヽ 再  … 15X町 邸 軍 価 勺斉 車 Ⅲ

理系進学の動機は、小中及び高等学校時代の先生
力■71%、 親 家 族 親 jIEが354%、 小中及び高等
学校時代の授栄の科学実験等の体験カセ02%と あ
り、中 高 等学校での体験とくに先生の役割が非常
に大きいことが明瞬に読み取れた。

山外科学に果味をもったことが理由で■系を選
択するよりも、理学科日の成績で選trNした人が有
効口答の702%と 多く 高 在の進学指導の影響が
大きいことがうかがえた。自然科学の真型探究よ
りも実用に近い技術系の関心が高く、就職に有利
であるなどの現実的傾向がはっきうと現れてい
る。

どんなときに満足感
充実感を得られるか?

く理系選択の理由 動機今の生活 (家庭 仕事
含む)の充実 満足度はイ可点ですか?〉

0●=い

00=い

刀HЩ上

図京H上

田宮H=

モ“"じ

い0年

こ
の
結
果
は
、
た
時
勤
務
が
ｔ
流
で
あ
る
が
、
フ
レ

ッ
ク
ス
制
や
裁
北
労
働
制
の
導
入
が
、
家
に
と
仕
コーー
の

両
立
に
行
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

有
児
体
暇
取
得
者
は
４０
％
以
上
で
あ
り
、
企
業
な
ど

の
場
合
に
は
、
破
場
に
お
け
る
育
児
体
暇
制
度
は
整

邦
辻
が
遅
れ
る
な
ど
の
処
把
の
と
も
払
帆
は
さ
れ
て

は
い
な
い
現
状
が
う
か
が
え
る
。

能
力
や
業
種
に
応
じ
た
評
価
や
成
果
主
義
と
い
っ
た

女
性
に
対
す
る
積
極
的
評
価
が
ま
だ
な
い
と
い
う
背
景

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ム

』嫌
印

<職 助>

新たな花比があったとさ

新しい引研階を神たとき

後■をヤてることの充火感

性率への高い部価をl■たと

き

自分の発り1が上市するとき

人の役にヤっていると感じ

たとき

面客によみこばれたとさ

く教すの現料 >

生従がわかる授宋ができた

とき

教え子の成長をみるとき

不綸機の11従と意思の盛迪

ができたとき

,■トイ ム
J昏

〈子供 (小学生未満)の数と
勧務形態〉

J

□ |  |

□
コ

今の生活 (家庭 仕 事を含む)の 元英
満足度は80点以 Lを中心として50H以上の
ものが90%以 上を占めた。
これは理系に711学してよかつたとする割
合が約80%を 占めたことと行合していま
す。概ね理系を選択した女性は人生に満足
しているようである。

Ｈ
理
Ｈ
“
Ｈ
”

″
”
”
　

．

古

鮒
圏

<取 得しなかった理由>

職場に制度がない

制度があっても仕事との両

立が難しいと感じて退駐し

た

任期付のポス トでは育児体

叫制度を利用できない

く取得不十分の理 t>

職49復舟“↓lUと卓育国入国時期 (二に 4

月)を 合わせる

必要があるll合が多い

職増に市児体暇をrtりにくい雰囲気がある

役政についた立場では長胴体暇をとりにく

育児小明をとると'1級しにくくキヤリアの

妨げになる

(育児体はの取得〉

取行し,筋 っ`た
2tい

〈育児休暇の取得後の影響〉
■ llに mmお 在 '1

■覇わ質わゎた

コ●わ宝わった

,口 4re"選 oた

天騒した

週ヽした

子の如

ま酸

い
、
制
度
の
利
用
も
定
着

し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
取
仲
期
間
を
尊
ね

た
泄
出
で
は
貰
畑
化
の
傾

向
が
出
て
い
る
。　
一
方
、

出
出
記
述
に
お
い
て
氷
務

教
育
年
飾
の
子
い
の
学
童

保
育
の
充
実
を
望
む
声
が

あ

っ
た
。

育
児
休
峨
取
年
前
と
同

じ
戦
務
を
継
続
し
て
い
る

割
合
が
７０
％
を
超
え
て
い

る
。
育
児
体
暇
の
取
得
が

職
務
の
継
続
に
影
響
を
及

ほ
さ
な
い
社
会
に
な

っ
て

き
て
い
る

一
方
で
、
昇
給

〈現在の勤務形態〉

23 支 題科学数百通lE lh200 20t8 7 28
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【企
画
部
門
〕

（
１
）
科
学
教
室
の
開
催

大
学
の
最
先
特
の
科
学
を
盛
込
ん
だ
中
　
高
生
対

象
の
科
学
教
室
、
小
　
中
学
生
と
そ
の
父
兄
を
対
象

と
し
た
親
子
教
室
、
子
供
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

本

学
生
産
学
習
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
子
供
科
学
教
室

な
ど
、多
数
の
講
座
を
開
い
て
い
る
。
平
成
十
九
年
度

は
全
二
四
講
座
、廷
べ
三
六
九
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。

小
学
校
低
学
年
の
生
徒
に
つ
い
て
は
特
に
父
母
同
伴

の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
来
の
理
系
選

択
に
は
父
母
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
早
い
う
ち

か
ら
父
こ
の
理
系
選
択

へ
の
理
解
を
求
め
る
た
め
に

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
に

参
加
し
た
父
母
も
子
供
と
共
に
科
学
技
術

へ
の
関
心

を
も

つ
て
参
加
し
て
い
て
、
親
子
の
会
話
も
弾
ん
で

い
る
。

（２
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

女
性
研
究
者
　
技
術
者
の
交
流
と
学
生

へ
の
多
極

多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
機
会
と
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
本

学
を
会
場
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
四
回
開
催
さ
れ

て
い
る
。
今
年
度
は
従
来
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
形
を

か
え
て

「女
性
研
究
者
を
支
え
る
側
か
ら
見
た
サ
ポ

ー
ト
体
制
」
に
つ
い
て
七
月
二
十
六
日
に
開
催
予
定

で
あ
る
。

そ
の
他
の
機
関
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

で
は
十
七
回
の
議
演
を
推
進
室
長
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

リ
ー
タ
ー
な
ど
が
行

っ
て
い
る
。

〈第

一
回

「女
■
と
科
学
し

日
時
「
平
成
十
八
年
七
月
十
五
日
（ｉ
）

１４
い
００
～
‐７
「
００

場
所
「
日
本
女
子
大
学
　
桜
れ
館
二
，
歯
四
踏

参
加
者

”
来
資

　

一
投

一
二
七
名
、
半
内
関
係
者
三

〓
名
、

学
生
二
二
七
名
　
合
計
二
九
二
名

〈第
二
回

「女
性
と
科
学
じ

口
時

中
平
成
十
八
年
十

一
月
二
十
五
Ｈ
（土
）

１３
中
００
～
‐６

い
００
場
所

”
日
本
女
子
大
学
　
成
瀬
記
念
議
士

参
加
者

”
来
資
　
一
投
二
七
名
、
学
内
関
係
十
四
七
名
、
学

生
九
二
名
　
合
計

一
六
七
名

〈四
女
子
大
学
命
円
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「女
性
研
究
者
か
ら
発
信
―
ワ
ー
ク
　
ラ
イ
フ
　
バ
ラ
ン
ス

社
会
へ
し

日
時

中
平
成
十
九
年
九
月
二
■
九
日
（土
）

８
い
００
～
１７
］

的場
所

「
日
本
女
子
大
学
　
新
東
山
出

一
階
　
大
会
議
室

参
加
者

市
一
五
〇
名

主
船

市
日
本
女
子
大
学
、
お
本
の
水
女
子
大
学
、
な
良
女
子

大
学
　
東
京
女
子
医
科
大
学

〈電
子
情
報
通
信
学
会
と
の
共
継
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

「将
来
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
を
支
え
る
女
子
学
生
た
ち
へ
」
―
企

業
で
活
躍
す
る
先
車
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
）

日
時

「
平
成
十
九
年
十
二
月
八
日
（土
）

１３
【
３０
～
１６
市
３０

場
所

い
日
本
女
子
大
学
　
桜
楓
館
四
階
　
離
堂

参
加
者

中
一
二
〇
名

二
催

¨
電
子
情
報
通
信
学
会

共
催

”
日
本
女
子
大
学
　
明
治
大
学
、
半
稲
田
大
学
　
津
田

塾
大
学
、
東
京
女
子
大
学

【ま
と
め
】

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
理
数
離
れ

が
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
で
は
あ
る
が
、
本
学
理
系
卒

業
生
は
自
分
自
身
が
在
学
中
に
学
ん
だ
享
円
を
生
か

し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ｉ
台
と
し
て
卒
業
後
も
研
鑽
を

重
ね
社
会
で
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
る
様
子
が
力
強

く
伝
わ

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
理
系
を
学
ん

で
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
卒
業
生
が
約
人
割
近
く

に
達
し
て
お
り
、
い
ま
の
生
活
の
満
足
度
も
高
い
。

理
系
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
小
　
中
　
高
校

の
教
師
の
影
響
を
挙
げ
た
人
が
顕
著
に
多
か
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
両
親
、
担
父
母
な
ど
身
近
な
親
族
の

影
響
も
大
き
か

っ
た
こ
と
が
回
容
か
ら
読
み
取
れ

た
。
こ
れ
は
、
子
供
の
成
長
と
将
来
の
選
択
に
当

っ

て
、
学
校
と
家
庭
、
と
り
わ
け
先
生
と
親
の
果
た
す

役
割
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

結
婚
　
出
産
　
育
児
は
女
性
に
と

っ
て
大
変
大
き

な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
予

想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ

っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
た
。
ま
た
、

両
立
の
た
め
に
は
、
育
児
体
峨
の
取
得
が
容
易
と
な

る
よ
う
な
職
場
環
境
や
社
会
に
お
け
る
意
識
変
革
の

必
要
性
、
お
よ
び
乳
幼
児
期
だ
け
で
な
く
小
学
校
低

学
年
を
対
象
と
す
る
学
童
保
育
施
設
の
増
加
な
ど
の

具
体
的
な
支
援
策
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

次
世
代
の
理
系
人
材
の
育
成
の
た
め
の
科
学
教
室

等
を
理
学
部
教
員
の
参
加
を
得
て
開
催
に
よ
り
、
受

験
生
の
増
加
お
よ
び
定
着
率
の
向
上
等
の
わ
か
り
や

す
い
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
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平
成
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年
９
月
５
Ｂ
　
朝
日
新
聞

「育
児
　
研
究
両
立
へ
支
援

策
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０
平
成
い
年
８
月
６
回
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新
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せ
ｉ
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成
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Ｈ
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本
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